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実績 稼働率 項目
現況
(A)

最終目標値
(B)

R1目標値
（C)

R1実績
（D)

目標達成
状況

評価

(H28) (R1)

野菜生産量 0.0% 25.1% 25.1% 99.2% 395.2% Ａ

(H28) (R1)

522t 0.0% 50.1% 50.1% 100.0% 199.6% Ａ

Ａ １００％以上（目標達成）

Ｂ ８０～９９％

Ｃ ５０～８０％（改善指導対象）

Ｄ ５０％未満（改善指導対象）

強い農業づくり交付金（産地競争力の強化）実施状況一覧

平成29年度（繰越）

R1稼働状況等 成果目標等

No 対策名
実施
年度

市町村名 地区名
事業実施主
体名

施設概要等

事業費

（千円）

国庫交付
金

（千円）

利用計画等 目標年度
事業効果の発揮状況等
（未達成の理由）

事業実施主体のコメント等

1

産地競争力
の強化（生
産技術高度
化施設）

29 鹿角市
十和田末広
地区

株式会社バイ
テックファーム
鹿角

野菜（レタス類）

高度環境制御栽培
施設（完全人工光
型植物工場）

1,695,600 746,700

野菜の出荷量のうち
加工向け又は外食・中
食向けの割合を５ポイ
ント以上増加

　地元スーパーなど一部小売販売店向け
以外は、ほぼ全量を中食企業（コンビニ
チェーン等）向け業務用として出荷してい
る。

　生産技術高度化施設（完全人工光型植
物工場）を整備したことにより、季節や天候
に左右されず、レタス類の周年栽培が可能
となった。更に独自に品質安定化や作業標
準化を徹底して、グローバルＧＡＰ認証を取
得（平成31年４月５日）し、消費者の求める
安心・安全・高品質で均一化されたレタス
類を生産することにより、地元産として、ま
た植物工場産野菜として、実需者から評価
を得ている。
　生産量の大半を首都圏の大手コンビニ
チェーンに納めており、安定した品質と供
給力に対し大きな評価を得ている。

295t 56.5% R1

野菜の出荷量のうち
契約取引が占める割
合を10ポイント以上増
加

　生産したレタス類は、株式会社バイテック
ベジタブルファクトリーに対し、全量を契約
出荷している。

1

　　資料　１　



平成２９年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

２９繰－１ 株式会社バイテックファーム鹿角

(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 株式会社バイテックファーム鹿角
○ 地区名等 鹿角市十和田末広地区
○ 整備施設 高度環境制御栽培施設 ３，６４９㎡
○ 対象作物 野菜
○ 事業費等 １，６９５，６００千円

（うち交付金 ７４６，７００千円）

(2) 成果目標の達成状況（平成３０年度完成、平成３０年度から稼働）

(3) 事業の成果等

生産技術高度化施設（完全人工光型植物工場）を整備したことにより、季節や天候に左右されず、レタス類の周年栽培が可能と
なった。更に独自に品質安定化や作業標準化を徹底して、グローバルGAP認証を取得（平成31年４月５日）し、消費者の求める安
心・安全・高品質で均一化されたレタス類を生産することにより、地元産として、また植物工場産野菜として、実需者から評価を
得ている。

当該法人が生産するレタス類は、大手コンビニチェーンのサンドイッチやサラダ用として使用されていること、また、全量を契
約出荷していることから、成果目標として掲げる①野菜出荷量のうち加工向け又は外食・中食向けの割合、②野菜出荷量のうち契
約出荷が占める割合、のいずれの目標も達成している。

しかしながら、生理障害の発生による製品歩留まりの低下や、養液中のアオコ発生による収量減があったことから、当初計画の
出荷量に届いていないため、養液の交換サイクルや光条件の見直し等により、製品歩留まりや収量改善に取り組んでいく。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（H28） （R1） （H29） （H30） （R1：目標年）

「強み」のあ 加工向け又は外食・中 ２５．１％ ２５．１％ ２５．１％
０．０％ ２５．１％

る産地形成に 食向けの割合を５ポイ ０．０％ ９９．７％ ９９．２％

向けた体制整 ント以上増加 ０．０％ ３９７．２％ ３９５．２％

備 契約取引が占める割合 ５０．１％ ５０．１％ ５０．１％
０．０％ ５０．１％

を10ポイント以上増加 ０．０％ １００．０％ １００．０％

０．０％ １９９．６％ １９９．６％

※ 上段：計画 中段：実績 下段：達成率
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